
学校教育目標 私は変わる みんなと変わる 未来を変える
～あったかランド 神岡笑楽校～

今日は、クリミア戦争が始まった日です。
せんそう はじ

（１８５３年の今日、ロシアがトルコに戦いを挑んだことでクリミア戦争が始まりました。）
神岡小学校コミュニティ･スクール通信
【№37】令和７.１.28(火)発行
本校は今年度から、コミュニティ･スクールとしてスタートしています。

１･２年、３・４年スキー学習 （１/23） たくさんのご協力ありがとうございました

この日は天気が大変心配されましたが、どうしてもスキーを滑りたいという子どもたちの願いが叶ったの

か雨がほとんど降らず、無事実施することができました（てるてる坊主を雪で６個も作って、晴れを願って

くれた学年もありました）。子どもたちも笑顔いっぱいで、スキーを存分に楽しむことができました。

今回も神岡スキークラブ様から、○○○○様、○○○○様、○○○○様、○○○○○様にご協力いただきま

した。また保護者の皆様からもたくさんのご協力をいただきました。ありがとうございました。

（写真は、横一列ずつ上から下に、１年生→４年生の順番で掲載しています）



地震→火災想定避難訓練 （１/22） 大曲消防署西分署様 ご協力ありがとうございました

昨年度に引き続き、今回の避難訓練も、煙道体験と防火扉通過体験を取り入れ、より実践的な訓練ができる
ようにしました。子どもたちは、とても真剣な態度で取り組み、5分ほどで全校児童の避難が完了しました。

中でも煙道体験では、煙の怖さを実感できたのではないかと思います。今回の煙は訓練用なので、吸って

も苦しくなりませんが、実際の火災での煙は、吸うと命に関わることも多いことを子どもたちに伝え、避難
するときは姿勢を低くして、ハンカチ等で口を塞ぎながら進むように改めて指導しました。
西分署の方からは「『○おさない・○はしらない・○しゃべらない・○もどらない』の約束がしっかり守られてい

てよかった。それにもう一つ、ズックのひも等がしっかり結ばれていて、足もとに不安のない避難訓練がで

きた。また煙道体験では、しっかりとハンカチで口元を押さえて避難していてよかった。ただ、中には両手

で口を押さえている人がいたが、煙で前が見えないときは片手で口元を押さえて、別の手で周りの物を触って分か
るようにしたほうがよい」とお話がありました（一部抜粋）。
子どもたちからは「地震が起きたときは、今日のように放送をよく聞いて避難したい」「煙道体験で姿勢を低くす

ることを頑張った」「今日の訓練を通してどう行動するか分かった」「防火扉をスムーズに通ることができた。万が一の
ときにも生かしたい」等の感想が聞かれました。ご家庭でも、災害時の避難について機会を捉えて話題にして
いただけるとありがたいです。

○○○○様による読み聞かせ （１/22） ４年松組に読み聞かせしていただきました

今回読み聞かせしていただいたのは、右の３冊です。

「②火の鳥」は命の尊さを描いた作品で、子どもたちが見聞する日常
と本の内容が重なって、みんなとても真剣に聞いていました。「あな
たの中にはたくさんの命が集まっている」という部分が、とても印象的でした。
「③はじまりの日」は、ボブ･ディランの名曲
「Forever Young」を絵本にしたものですが、「毎
日がはじまりの日。みんなにとって素敵な人生が続
いていきますように」というメッセージが込めら
れています。この曲を○○○さんが生歌で披露
してくださいました。

今回の３冊は、「十歳式（1/2成人式）を迎え
る４年生に捧げる」ということで選んでくださったようです。どれも内容が大変深く、元気づけられるお話で、
ご家庭でもお子さんと話題にしていただければと思いました。

大仙ふるさと博士 中級認定 １２月23日付け おめでとうございます！

大仙ふるさと博士育成事業は、大仙市教育委員会が主催し、そのねらいは「地域行事への参加や、企業・

施設等での見学・体験など、地域と関わる活動を通じて、ふるさとを愛する心を育て、地域の将来を担う人材の
育成を目指す」ことです。企業や施設等を見学したり、地域行事に参加したりすることでポイントが貯まり、
ポイント数によって、「初級・中級・上級・名誉博士」に認定されます。

今回、次の皆さんが30ポイントに達し、中級に認定されました。おめでとうございます。今後も、一人でも多
くの子どもたちが、ふるさと博士の上の級を目指して取り組むよう期待しています。

①きらきら （文：谷川俊太郎）
②火の鳥 命の物語 （原作：手塚治虫）
③はじまりの日 （ボブ・ディラン）

【大仙ふるさと博士 中級に認定された皆さん】
○○○ ○○さん（5年）
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